
国
語
方
言
上
の
一
長
音
現
象

（
「
子
」
を
「
コ
ー
」
と
言
う
　
の
な
ど
）

原

は

　

じ

　

め

　

に

日
本
語
を
今
日
の
詩
方
言
に
つ
い
て
見
る
時
、
そ
の
方
言
音
上
に
、
琶
々
の

長
音
現
象
が
兄
い
だ
さ
れ
る
。
中
で
一
つ
、
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、
語
詞

の
音
和
上
の
、
音
節
の
単
純
良
呼
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
音
節
語
で
、
「
子
」

を
「
コ
1
」
　
〔
訂
‥
〕
と
発
音
す
る
の
類
で
あ
る
。
音
節
の
長
呼
は
、
つ
ま

り
、
そ
の
開
音
節
を
形
成
す
る
母
音
（
母
韻
）
を
畏
呼
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
主
題
の
長
音
現
象
は
、
音
節
の
母
音
を
長
呼
し
て
発
音
す
る
現
象
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、
た
と
え
ば
「
子
」
で
、
〔
打
。
‥
〕
の
発
音
が
な
さ

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
‥
そ
れ
は
通
常
、
二
指
の
長
さ
で
あ
っ
て
、
「
コ
ー
」
と

表
記
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

「
子
」
〔
k
O
H
〕
、
「
蚊
」
〔
k
a
‥
〕
な
ど
の
、
一
音
節
名
詞
の
長
呼
は
、
由

来
、
但
馬
な
ど
を
除
く
近
致
地
方
（
1
そ
れ
に
つ
づ
く
北
陸
西
部
）
と
、
四

国
地
方
と
に
隆
盛
で
あ
る
。
そ
の
状
況
の
一
般
は
、
拙
著
「
日
本
語
方
言
の
方

言
地
理
学
的
研
究
」
　
二
九
五
六
年
）
の
図
版
、
句
i
g
．
一
ひ
「
蚊
」
で
も
、
見

て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら
謡
方
言
の
ほ
か
に
は
、
日
本
語
の
謡
方
言
で
、
三
日
節
語
の
長
呼
現

象
は
、
だ
い
た
い
、
．
み
と
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
従
来
、
一
般
に
は
、
理
解
さ

れ
て
い
る
。
－
散
発
的
な
現
象
は
別
と
し
て
、
一
定
傾
向
と
見
ら
れ
る
程
度

の
一
音
節
長
呼
現
象
は
、
他
方
言
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な

い
。
（
南
島
の
こ
と
は
、
し
ば
ら
く
お
く
。
）

と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
七
年
八
月
、
肥
後
天
草
島
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
天
草
下
島
内
部
に
は
、
一
音
節
語
長
呼
の
、
い
ち
じ
る
し
い
傾
向
が
み

と
め
ら
れ
る
。
さ
い
し
ょ
、
こ
れ
に
接
し
た
時
は
、
す
く
な
か
ら
す
お
ど
ろ
か

さ
れ
た
。
し
か
も
、
調
理
を
は
じ
め
て
ま
も
な
く
、
こ
の
踵
の
長
呼
現
象
は
、

一
音
節
薔
名
詞
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
兄
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
諸
品
詞
に
わ
た
り
、
諸
音
節
語
に
わ
た
っ
て
音
節
長
呼
（
r
C
く
‥
〕
）
の

現
象
が
兄
い
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
た
が
い
に
琶
り
あ
っ
た
、
総
体
的
な
長

音
現
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
J
一
音
節
語
の
長
呼
は
、
そ
の
一
大
長
背
現
象
の
圏

内
の
二
事
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
・
状
況
は
、
四
国
方
言
・

近
故
方
言
な
ど
に
は
兄
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
で
、
当
方
言
の
こ
の
総
体

的
な
長
音
現
象
は
、
か
く
べ
つ
に
、
私
の
注
意
を
ひ
い
た
。
四
国
近
畿
に
こ
れ

ほ
ど
の
も
の
が
兄
い
だ
さ
れ
な
い
以
上
、
こ
こ
の
こ
の
現
象
は
、
全
国
的
な
見

地
で
も
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
も
の
と
言
え
る
。
（
一
音
節
語
長
呼
の
あ
る
南
島

で
も
、
こ
こ
で
の
よ
う
な
総
体
的
な
長
音
現
象
は
、
兄
い
だ
さ
れ
な
い
の
で
は

－12－



な
い
か
。
）

天
草
下
島
西
南
珪
「
大
江
」
方
言
の
長
音
現
象

私
が
右
の
写
実
を
調
査
し
得
た
の
は
、
天
草
下
島
の
西
南
岸
に
位
す
る
一
村

落
、
大
江
で
で
あ
る
。
こ
の
村
は
、
一
つ
の
大
き
な
谷
あ
い
に
特
立
し
て
い
て
、

背
後
の
高
地
か
ら
、
海
辺
の
低
地
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
地
形
と
莞
落
様
態

と
に
支
え
ら
れ
て
当
村
の
言
語
状
態
は
、
ま
さ
に
一
方
言
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
方
言
に
、
私
は
、
上
記
の
事
央
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。

天
草
下
島
内
部
の
他
の
小
方
言
を
順
次
精
査
し
て
い
く
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う

な
郡
契
が
兄
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
が
以
前
に
天
草
下
島
を
踏
査
し
た

お
り
の
概
観
調
査
で
は
、
島
の
南
端
で
も
某
北
岸
で
も
、
ま
た
西
岸
一
地
で

も
、
こ
れ
ほ
ど
の
長
音
現
象
は
閏
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
こ
う

い
う
概
観
は
、
あ
く
ま
で
表
面
的
な
調
査
に
と
ど
ま
る
。
「
大
江
」
方
言
で
の

よ
う
な
現
象
が
、
今
後
、
天
草
下
島
内
部
で
、
ど
の
よ
う
に
兄
い
だ
さ
れ
、
あ

る
い
は
検
討
さ
れ
て
い
く
か
、
私
は
そ
れ
に
強
い
甲
心
を
よ
せ
な
い
で
は
い
ら

れ
な
い
。

○
私
の
「
大
江
」
方
言
調
査
　
　
3
7
・
8
・
9
～
1
6

こ
れ
は
、
当
方
言
の
方
言
生
清
を
、
そ
の
ま
と
ま
っ
た
方
言
色
に
即
し
て
、

全
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
調
査
で
あ
っ
た
。
（
右
の
期
間
で
、
日
常
ふ
つ

う
の
発
音
生
活
・
表
現
法
生
活
・
怒
詞
生
活
を
、
ほ
ぼ
と
ら
え
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
の
で
あ
る
。
）
で
き
る
だ
け
文
責
甥
本
位
に
、
方
言
事
実
を
と
ら
え

る
こ
と
に
つ
と
め
、
カ
ー
∴
卜
二
一
二
八
枚
を
記
録
し
た
。

○
調
査
法

調
査
法
は
　
自
然
傍
受
法
と
称
し
て
い
る
も
の
を
本
体
と
し
た
。
自
然
傍
受

法
は
、
会
話
の
自
然
状
態
を
、
傍
受
す
る
こ
こ
ち
で
、
も
の
を
捕
捉
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
計
画
は
、
内
に
用
意
し
て
い
る
。
（
質
問
調
査

法
と
い
う
こ
と
ば
を
借
り
三
l
P
う
な
ら
ば
、
自
然
傍
受
法
は
、
あ
ら
わ
に
質
問

す
る
こ
と
を
ひ
か
え
る
質
開
調
査
法
で
あ
る
。
）
こ
の
よ
う
な
調
査
法
に
上
る

調
査
の
全
過
程
中
で
、
し
ぜ
ん
の
う
ち
に
捕
握
さ
れ
た
の
が
、
問
題
の
長
音
現

象
で
あ
る
。

○
意
図
的
把
塩
と
自
然
把
起

以
下
に
と
り
あ
げ
る
資
料
の
全
体
は
、
す
べ
て
、
右
の
よ
う
な
調
査
全
過
程

の
中
で
、
し
せ
ん
に
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
自
然
把
怨
の
資

料
で
あ
る
。
も
し
も
、
語
例
を
あ
げ
て
、
積
極
的
に
質
問
し
て
い
っ
た
ら
、
も

っ
と
多
く
の
異
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
私
は
、
そ
う
は
し

な
か
っ
た
。
自
然
把
捉
の
資
料
が
、
こ
の
程
匿
に
多
く
得
ら
れ
て
き
た
の
で
、

問
題
の
事
象
の
世
界
と
重
大
さ
と
は
、
よ
く
と
ら
え
、
か
つ
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
（
自
然
把
捉
の
こ
の
純
粋
資
料
の
絶
対
性
は
、
す
で
に

は
っ
き
り
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
）

全
調
査
過
程
中
、
私
は
、
つ
ね
に
、
こ
の
長
音
現
象
に
、
．
一
つ
の
注
意
を
向

け
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
然
把
捉
の
範
囲
で
、
調
査
の
完
結
を
期
そ
う
と
し
て

い
た
。質
問
調
査
に
よ
っ
て
、
意
図
的
に
把
捉
し
た
資
料
（
こ
の
長
音
現
象
の
）

と
、
自
然
把
捉
の
資
料
と
は
、
放
哲
に
言
う
と
、
等
質
で
な
い
。
こ
と
に
、
質
問

調
査
で
は
、
－
　
そ
れ
も
、
多
く
の
語
例
を
と
り
立
て
て
機
械
的
に
問
う
て
い

っ
た
り
す
る
と
、
時
に
、
被
調
査
者
は
、
そ
の
場
の
応
答
心
理
で
、
偶
発
的
な

ヽ

長
音
化
を
元
し
た
り
せ
ね
こ
と
も
な
い
。
徴
妙
な
発
音
の
開
国
で
あ
る
だ
け

に
、
そ
こ
に
、
概
後
な
現
場
的
偶
然
も
お
こ
り
が
ち
で
あ
る
。
（
い
っ
た
い
、

発
音
の
長
短
な
ど
、
「
長
い
か
短
い
か
。
」
な
ど
と
開
い
た
時
は
、
あ
て
に
な

ら
な
い
答
え
の
出
る
こ
と
が
、
存
外
、
す
く
な
く
な
い
。
知
識
人
か
ら
も
で
あ

13



る
。
）
そ
の
よ
う
な
も
の
も
混
入
し
か
ね
な
い
質
問
調
査
結
果
と
、
自
然
傍
受

の
結
果
と
は
、
区
別
し
た
い
。
質
問
調
査
と
は
別
個
に
、
下
記
の
ま
と
ま
っ
た

事
態
を
つ
か
み
待
た
こ
と
は
、
結
果
か
ら
言
っ
て
、
第
一
次
的
に
は
、
質
開
調

査
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
方
言
人
た
ち
の
無
作
為
の
発
言

の
中
か
ら
、
あ
る
総
体
的
な
現
象
が
く
っ
き
り
と
出
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
信
頼
し

得
る
資
料
は
な
い
。

私
の
自
然
把
損
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
文
例
カ
ー
ド
ご
と
に
、
土
地

人
、
中
学
校
教
師
、
木
田
定
夫
氏
の
検
閲
を
受
け
た
。
検
閲
は
　
そ
の
カ
ー
ド

記
故
に
あ
や
ま
り
は
な
い
か
、
さ
て
そ
の
記
故
の
こ
と
ば
の
、
使
用
さ
れ
る
相

国
、
頻
挺
、
品
位
は
ど
ん
な
ふ
う
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
し
て

も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
検
閲
を
へ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
実
例
を
含
む
カ
ー

ド
も
み
な
受
容
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
、
全
帽
層
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
も
、
木
田
氏
一
人
の
主
観
的
判
断
で
は
あ
る
。

が
、
私
は
、
人
を
選
ん
で
、
そ
の
人
に
、
責
任
あ
る
主
紋
的
判
断
を
下
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
人
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
態
度
・
方
法
で
、

も
の
が
方
言
の
事
異
で
あ
る
こ
と
を
証
言
し
て
下
さ
れ
ば
、
そ
の
個
人
知
識

と
、
私
の
調
査
把
寝
と
で
、
私
は
、
そ
の
も
の
が
、
方
言
の
社
会
的
轟
輿
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
検
閲
や
判
定
に
立
ち
あ

っ
て
く
れ
て
も
、
そ
こ
で
の
、
人
び
と
の
括
感
怨
が
、
か
え
っ
て
轟
輿
を
し
い

る
方
向
に
お
も
む
く
こ
と
も
、
な
い
こ
と
は
な
い
。

○
実
例
を
あ
げ
る
順
序

名
詞
・
動
詞
の
各
項
の
中
で
、
異
例
を
あ
げ
て
い
く
そ
の
順
序
は
、
全
調
査

過
程
中
で
実
例
を
得
た
、
そ
の
順
序
に
よ
る
。

他
の
品
詞
の
場
合
は
、
多
少
の
順
序
を
つ
け
て
、
実
例
を
な
ら
べ
る
。

○
品
詞
別
実
例

一
、
名
詞

1
、
l
音
節
語

可
月
カ
ー

l
r
 
l

チ
ャ
ー

、
、
、
l

ヽノ

　

ー

早
2
、
二
音
節
語

毛菜　突　茶声　紋　問

椰Ⅲ里榊
7

1

シ

1

廿I

桶琵：今足箸瓜粟を烹海姦父母中子

紺l旺朋‡桐胱l中畔川胴
1

宇　目　木　子　田　家絵白　め　日　人足橋松柿山　ぱ　く　父母底
ど　　　　袋　　　　　羊　かせ
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コ
　
メ
ー
・

シ

ョ

テ

ー

ノ
　
コ
　
ー

カ
ー
ジ

オ
ー
キ

ジ
キ
ー

オ
チ
ャ
ー

ク
ヮ
ー
ジ

3
、
三
音
節
語

イ
サ
ナ
ー

火おじ沖舵鏡響米審茶　き

へ

ー

リ

ニ

ワ

ー

l

リ
ノ
　
コ
　
ー

イ

イ

ェ

1

可
H
l
l

カ
ー
ゲ

蔭旦家産孟：辺鐸

ヒ
ー
ヤ
ガ
リ
ー

ひ
る
あ
が
り
　
　
コ
ク
ヨ
封
　
国
姓
翫

（
「
コ
ク
シ
ェ
ン
ヤ
ー
ノ
　
ト
ラ
ガ
リ
ジ
ャ
。
」
せ
わ
し
く
て
そ
う
ぞ

う
し
い
こ
と
。
）
　
　
　
マ
ツ
ヤ
マ
シ
ー
　
松
山
市
　
　
　
ト
ー
カ
ネ
ー
リ

十
日
練
り
（
砂
糖
を
造
る
の
に
）
　
　
敢
利
別
ノ
ポ
ー
　
か
ね
ら
ん
ぷ

6
、
六
音
節
吾

ヤ
ー
シ
ャ
t
．
ハ
タ
ケ

7
、
七
音
節
語

野
菜
畑

シ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

ニ
ザ
ー
ト

ク
ー
ウ
イ
ェ

ワ
ラ
ベ
ー

ツ
ガ
ー
マ

ム
カ
ー
シ

ジ
ン
カ
ー

4
、
四
音
節
語

ス

モ

ー

ド

リ

日
．
日
．
〓
1
　
抹

い
さ
な

自
家
さ
ざ
え

煮
砂
糖

田
植
え

立
つ

　

　

が

　

　

ま

つ
づ
き
あ
い

昔人
家

オ
ナ
ー
ジ

タ
ー
カ
ワ

イ
ナ
ー
カ
ー

オ
ク
ヮ
ー
シ

タ
ー
ネ
ン

シ
ラ
バ
ー

フ
ナ
ト
1

す
戻
り
　
　
　
イ
ェ
ン
ソ
ク
ー

同
じ
田
刈
り

田
舎
お
茶
子

他
人
白
歯

ふ

　

な

　

と

り
ょ
う
師

遠
足
　
　
′
コ
u

サ
ー
ル
ン
コ
シ
カ
ケ
　
　
さ
る
の
こ
し
か
け
　
　
　
ツ
ツ
タ
サ
ン
タ
ー
チ

土
田
さ
ん
た
ち

二
、
代
名
詞

幻

「

イ

　

だ

れ

　

　

の

り

ツ

　

い

つ

　

　

ナ

ー

こ

　

な

に

ワ
．
刈
り
　
〔
対
称
〕

オ
J
4
4
日
　
　
〔
対
称
〕
　
ら
到
－
シ
コ
　
ど
れ
だ
け

三
、
数
詞
ト

ー

ツ

ー

　

一

つ

　

　

　

ヒ

ト

ー

リ

バ

ツ

カ

リ

　

一

人

は

っ

か

り

15

イ
チ
マ
イ
ズ
ー
ツ
　
一
枚
ず
つ
　
　
　
プ
ト
ニ
ギ
リ
ズ
ー
ツ

一
に

ぎ
り
ず
つ
　
　
　
コ
コ
ノ
ー
ツ
　
　
九
つ
　
　
　
ジ
ュ
ー
ロ
ク
ン
チ
ー

十

六

日

　

　

当

－

ネ

ソ

司

1

1

　

十

年

後

　

ニ

l

り

ジ

ュ

　

　

二

十

オ
ソ
ナ
ー
シ
　
　
同
じ

黒
砂
糖
　
　
量
刑
H
J
H
　
じ
げ
砂
糖

持
ち
　
ヨ
「
到
り
　
延
え
は
た

タ

ロ

ザ

ー

ト

＋
目
刺
．
モ
l
〓
ツ
　
長

割

当

日

　

唐

芋

マ
メ
ン
テ
ー
　
　
つ
る
豆
の
す
が
り
つ
く
竹
の
こ
と

5
、
五
音
節
怒

ゴ
ー
ジ
ュ
ー

日
月
　
八
十
六

四
、
動
詞

1
、
二
音
節
語

シ
ー
に
　
　
L
に

五
十
　
　
d
J
l
ジ
　
五
時
　
　
　
ハ
チ
ジ
ュ
ー
ロ

キ
ー
た
が
ら
ん

シ
ー
ラ
ん

来
た
が
ら
ぬ

知
ら
ん
判
り
ル
　
語
る



ミ
ー
ル

シ
ー
1
き
ら
ん

ク
ー
ル

イ
ク
ー
で

食
て
ミ
ー
ズ
に

ク
メ
ー
は

モ
ー
た

ま
ワ
ー
は

モ
ク
1
ず

2
、
三
音
節
害

オ
ク
ー
ル

ウ
ク
ー
ル

ノ
シ
　
ェ
ー
て

ヤ
メ
ー
て

ア
イ
ペ
ー
ば

タ
テ
ー
て

サ
セ
1
て

ツ
ケ
ー
て

カ
カ
レ
ー
は

3
、
四
音
節
語

見
る
し
き
ら
ね

来
る
行
く
で

組
め
ば

漏
っ
た

言
わ
ば

持
た
ず

ト

ー

ル

ジ

ャ

ー

ル

ミ

l

こ

タ
テ
t
は

タ
ー
ル

モ
ー
ラ
ん
は

ナ
ー
ル

ヤ
ー
ル

や成　漏「足」経兄　で　取
る　る　ら　る　て　に　あ　る
ね　　は　　る
は

ジ
ャ
カ
ー

じ
ゃ
な
い

ち
が
う

六
、
助
動
詞

…

…

ヤ

リ

ヤ

ー

ス

．

…

…

ジ

ャ

ー

p

。

…

　

タ

ペ

サ

セ

タ

ー

リ

。

…
　
ク
サ
　
ト
ツ
タ
ー
ィ
、

ハ
ジ
カ
カ
シ
ェ
到
J
つ
」
刊
つ
、

－

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

■

■

l

ヽ

ハ

ヨ

ー

　

ミ

ロ

ー

プ

タ

ー

ル

。

シ
ラ
ン
ジ
ャ

七
、
助
詞

ッ
タ
ー
　
ト
l
。

や
り
ヤ
ス

じ
ゃ
ろ

食
べ
さ
せ
た
り

草
を
と
っ
た
り

恥
を
か
か
せ
ら
れ
て

早
く
見
た
い
。

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

かつ　さ：立：あ　や　の受起
か　け　せ　て　ゆ　め　せ　け　き
れ　て　て　て　め　て：て　る　る
ば　　　　　　ば

ミ
ュ
ー
ル
　
　
　
見
え
る

ナ
グ
ー
ル
　
　
　
投
げ
る

あ
あ
シ
ト
ケ
t
は

カ
ケ
ー
て
　
　
　
か
け
て

ウ
．
シ
l
■
封
．
り
て
　
　
の
せ
て

ア
ダ
ー
て
　
　
　
あ
げ
て

4
シ
ュ
ー
て
　
　
の
せ
て

ゴ
ザ
ー
ス
　
　
　
ご
ざ
す

ひ
る
カ
ー
ラ
　
（
イ
）

あ
た
ヨ
t

、
－
1
ヨ
ー
．
ハ

ア

ス

ベ

．

ハ

　

ヨ

カ

ト

ー

ニ

ナ

ガ

カ

ト

ー

ノ

シ
ヤ
ー
　
イ
ニ
ン
。

イ

イ

ェ

ー

ゴ

ト

ー

ニ

ひ
る
か
ら

綿
を
～
を
は

マ
t
。
　
　
あ
そ
べ
ば
い
い
の
に
、
ま
あ
。

「
長
い
の
」
　
の

し
は
碍
ぬ
。

家
ご
と
に

16

ユ
ー
ジ
シ
　
ヤ
ー
キ
ャ
ー

バ
ツ
ボ
ン
ジ
ャ
ッ
デ
ー
ガ
t
。

…
…
デ
ー
ガ
、

タ
ン
ネ
ー
て
　
　
た
ず
ね
て

五
、
形
容
詞

－
．
，
．
．
．
．
．
1
－
1
　
　
　
さ
ほ
く
ろ

サ
．
ハ
ク
ー
ル
　
　
は
か
ど
る

オ
ー
カ
ー

コ
　
マ
ー
カ

ミ

ゾ

ー

カ

小
さ
い

か
わ
い
い

入
、
文
末
詞

ナ
ン

丸
、
副
詞

キ
ャ
ー
イ
。

．
バ
ー
ィ
。

用
事
さ
え

初
盆
じ
ゃ
で
。

か
ら

何
か
い
。

何
な
に
．
ハ
イ
。



マ
ー
ダ

イ
ー
ツ
ト
キ

ズ
ル
ー
ト

オ
モ
ー
ニ

十
、
特
殊
文
形

コ
ー
ラ
。

ド
ー
ヲ
。

ま
だ
い
っ
と
き

ず
っ
と

お
も
に

こ
ら
0

ど
れ
。

マ
ー
タ

ト
キ
ド
ー
キ

イ
キ
ナ
ー
日
ソ

ウ
（
オ
）
ヵ
ツ
ー
ニ

ま
た
と
き
ど
き

い
き
な
　
り

つ
づ
け
て

う
か
　
つ
　
に

う
っ
か
り

バ
ー
ラ
。
　
　
ほ
ら
。

バ
ー
ィ
。
　
　
ほ
い
。

以
上
の
全
実
例
を
通
観
す
れ
ば
、
当
方
言
に
、
長
音
現
象
の
、
あ
る
綺
体
的

な
も
の
、
い
わ
ば
体
系
的
事
実
が
、
発
音
生
活
の
一
特
殊
相
と
し
て
存
在
す
る

こ
と
が
、
肯
定
さ
れ
よ
う
。

○
長
音
法
則

こ
の
方
言
に
、
右
の
よ
う
な
長
音
現
象
は
、
一
定
の
法
則
的
事
実
と
し
て
存

在
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
帰
納
さ
れ

よ
う
か
。

I
　
名
詞
に
つ
い
て
見
る
の
に
‥

▽
第
一
音
節
が
低
音
の
時
は
、
そ
こ
に
長
呼
は
な
い
。

▽
ア
ク
セ
ン
ト
上
の
高
音
の
あ
る
音
節
で
、
1
そ
れ
が
何
音
節
め
に
あ

る
も
の
だ
ろ
う
と
も
　
ー
、
長
呼
が
あ
る
。

▽
甘
同
音
音
節
の
母
音
が
長
呼
さ
れ
た
時
、
ア
ク
セ
ン
ト
高
音
が
、
つ
ぎ
の

音
節
へ
つ
づ
く
場
合
と
、
つ
づ
か
な
い
場
合
と
が
あ
る
『
1
－
つ
づ
く

場
合
の
方
が
、
そ
う
と
う
に
多
い
。

▽
ア
ク
セ
ン
ト
高
音
部
後
の
低
音
部
音
節
（
も
と
よ
り
、
右
の
長
呼
低
音

は
除
き
）
で
、
長
呼
の
あ
る
こ
と
は
、
ご
く
す
く
な
い
。
（
「
可
カ
ー
シ
」

な
ど
が
、
ほ
と
ん
ど
例
外
的
に
兄
い
だ
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
）

▽
長
呼
を
母
音
別
で
見
れ
ば
、
〔
a
〕
母
音
の
長
呼
さ
れ
る
こ
と
が
も
っ

と
も
多
く
、
〔
○
〕
母
音
が
、
低
く
そ
の
次
に
位
す
る
。
〔
e
〕
母
音

は
、
さ
ら
に
お
ち
る
。

▽
長
呼
を
受
け
る
音
節
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
母
音
の
も
の
で
あ
り
う
る
。

Ⅲ
　
動
詞
に
つ
い
て
も
、
名
詞
に
つ
い
て
と
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

○
長
呼
事
情

「
大
江
」
方
言
で
の
右
の
よ
う
な
長
呼
革
態
を
、
一
体
の
事
実
と
し
て
観
察

す
る
時
、
長
呼
の
成
立
に
つ
い
て
現
在
時
で
の
、
な
に
ほ
ど
か
の
推
測
が
、

で
き
な
い
で
は
な
い
。
人
に
対
す
る
も
の
言
い
の
末
尾
、
文
末
で
は
、
し
ぜ
ん

に
長
音
化
が
お
こ
り
ゃ
す
か
っ
た
か
。
文
末
詞
「
か
い
」
が
「
キ
ャ
ー
イ
」
と

な
る
の
な
ど
。
相
手
に
訴
え
よ
う
と
す
る
と
、
し
ぜ
ん
に
、
こ
う
も
な
り
が
ち

で
あ
ろ
う
。
文
末
詞
で
な
く
て
も
、
文
末
部
分
「
じ
ゃ
ろ
」
は
「
ジ
ャ
1
－
ロ
」

と
な
る
。
「
や
り
ヤ
ス
」
も
「
や
り
ヤ
ー
ス
」
な
ど
。

強
調
表
現
に
よ
っ
て
長
音
化
の
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
こ
と
が
、
か
な
り
多
く

は
な
か
っ
た
の
か
。
（
文
末
の
長
音
化
も
、
一
積
の
強
調
表
現
と
見
ら
れ
る
。
）

肥
後
方
言
な
ど
で
の
、
「
ほ
ん
と
に
！
」
と
強
調
す
る
態
の
「
ホ
ン
可
　
可
〓

ッ
。
」
も
、
こ
こ
に
参
考
に
な
る
。
文
が
名
詞
ど
め
で
あ
れ
は
、
そ
の
名
詞
上

に
も
、
文
末
強
調
の
長
音
化
が
お
こ
り
う
ろ
わ
け
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
「
名
詞

十
を
ば
」
が
「
～
ヨ
ー
バ
」
と
長
音
に
な
る
の
も
、
一
積
の
強
調
表
頭
に
よ
る

も
の
と
見
ら
れ
は
し
な
い
か
。
そ
ん
な
強
調
表
現
が
習
慣
化
す
る
と
、
長
呼
形

式
が
単
語
の
形
式
と
し
て
も
お
ち
つ
く
。

硬
調
で
な
く
て
も
、
あ
る
前
後
関
係
の
中
で
は
、
し
ぜ
ん
に
長
呼
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
前
後
関
係
と
い
ぅ
帯
眼
が
、
一

つ
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
「
中
で
」
が
「
ナ
カ
ー
で
」
と
な
る
な
ど
、
助
詞
と

の
つ
な
が
り
あ
い
で
、
か
く
べ
つ
強
調
と
い
う
の
で
な
く
て
も
、
長
呼
が
お

－17　－



き
、
そ
れ
が
習
慣
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
。

長
呼
事
情
に
つ
い
て
の
、
今
な
り
の
、
自
由
な
推
測
は
、
し
て
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
成
立
観
は
、
こ
秒
「
大
江
」
に
か
ぎ
ら
ず
、
他
の
方
言

に
つ
い
て
も
、
お
し
あ
て
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
点
か
ら
、
私
ど

も
は
、
九
州
方
言
の
他
の
地
域
に
、
問
題
の
長
音
現
象
が
あ
っ
て
も
、
ふ
し
ぎ

と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
ま
た
、
二
軍
節
名
詞
の
長
呼
が
、
上
例
の
よ
う
に
現
存
し
て
い
る
覇
実

か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
含
ん
だ
総
体
的
な
長
音
現
象
を
、
そ
う
そ
う
新
し
い
生

成
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
音
節
吾
の
長
呼
は
、
文
献

上
で
も
、
す
で
に
早
く
か
ら
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

○
む
す
ぴ
．

「
大
江
」
方
言
で
は
、
長
音
現
象
の
総
体
的
な
世
界
が
み
と
め
ら
れ
る
。
私

ど
も
は
、
こ
の
ま
と
ま
り
の
、
存
在
と
特
殊
性
と
を
、
国
語
事
実
と
し
て
問
題

に
し
た
い
。

「
大
江
」
以
外
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
兄
い
だ
さ
れ
な
い
か
。

長
音
現
象
の
分
布

天
草
下
島
内
部
の
こ
と
は
保
留
す
る
。
（
1
こ
の
島
は
、
問
題
の
要
地
と

し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
）
肥
後
本
土
に
か
え
っ
て
み
る
と
、
は
た
し

て
そ
こ
に
、
「
大
江
」
方
言
の
に
似
た
状
況
が
、
兄
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
の
調
査
で
は
、
今
、
∵
土
の
地
点
を
明
ら
か
に
し
得
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

が
。一
つ
に
、
肥
後
飽
託
郡
（
閉
本
市
を
と
り
か
こ
む
郡
）
下
の
調
査
で
、
問
題

お
く
こ
が

の
串
態
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
郡
天
関
村
奥
古
閑
（
闘
本
市
の
南
方

に
あ
る
。
）
の
方
言
人
、
渋
谷
多
文
民
の
、
広
島
市
で
教
示
し
て
く
れ
た
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
同
地
方
言
で
は
、
ま
さ
に
、
長
音
現
象
が
さ
か
ん
で
あ
る
。

同
氏
に
は
、
　
「
大
江
」
方
言
で
の
実
例
の
、
上
掲
の
も
の
全
部
を
提
出
し

て
、
こ
れ
を
憶
に
見
て
も
ら
い
、
こ
ち
ら
か
ら
あ
ら
わ
な
質
間
を
し
つ
つ
、
一

定
要
望
の
も
と
で
、
一
々
を
発
言
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
文
字
ど
お

り
の
質
問
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
、
同
氏
が
長
音
現
象
を
元
し
、
か
つ
は

そ
れ
を
擢
謡
し
た
実
例
を
、
つ
ぎ
に
全
部
か
か
げ
る
。
（
文
、
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
形
で
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
今
に
紙
面
を
お
し
む
ほ
か

は
な
い
。
）

一
、
名
詞

1
、
一
音
節
語

マ
ー

イ

ェ

ー

コ

l

、

コ

ヽノ

　

ー

」
封

てI出川

網押
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2
、
二
音
節
吾

可
－
ソ
ノ
ヒ
ナ
キ
ャ
　
（
ひ
る
の
日
な
か
に
）

ビ

ン

ノ

ウ

チ

ク
ヮ
ー
シ

バ
ー
カ

ヤ
ー
ギ

カ
ー
キ

マ
ー
ツ

づ
l
シ
（
橋
）

ウ

ー

ミ

、

ウ

ミ

ト
ー
ビ

り
「
ン
ノ
（
鳥
が
）

ク
ー
　
〓
ノ

ウ

ー

リ

．
Ⅵ
シ
（
箸
）



ク
ー
ピ

ウ
ー
ス

へ

1

∴

リ

カ
．
－
デ
、
カ
ヂ

3
、
三
音
節
語

オ
ナ
ー
ジ

オ
ク
ヮ
ー
シ

ク

ヮ

ー

ジ

ク
ー
カ
ル

ム
カ
ー
シ

4
、
四
音
節
語

ス

モ

ド

ル

、

ス

モ

ド

ー

ル

5
、
五
音
節
語

マ
ツ
ヤ
マ
シ
ー

7
、
七
音
節
語

サ
ー
ソ
ノ
コ
シ
カ
ケ

ッ

ッ

タ

サ

ン

タ

ー

チ

、

ツ

ツ

タ

サ

ン

タ

チ

I
、
〓
音
節
語

キ
ー
ル

ト
1
・
ル

々
．
テ
t
は

タ
メ
1
ば

モ
ー
ツ
た

ヤ
ー
ル
、
ヤ
ル

2
、
三
音
節
語

ウ
ク
ー
ル
、
ウ
ク
ル

エ
チ
　
　
ヤ
メ
ー
チ
、

ク
ー
ル

タ
ー
ル

モ
ー
ヲ
に
ヰ

ナ
ー
ル
、
ナ
ル

ナ
グ
ー
ル
、
ナ
グ
ル

－
　
　
　
　
チ
　
　
ー

′

シ

ェ

1

て

、

′

シ

ヤ
メ
チ
　
　
カ
ケ
ー
チ
、
カ
ケ
チ
　
　
ウ
シ
ェ
ー

二
、
代
名
詞

ダ
ー
ル

ナ
ー
ソ

ド
ガ
ー
シ
コ
、
ド
ガ
シ
コ

三
、
数
詞

イ
ー
ツ

ワ

ガ

1

、

ワ

ガ

ヒ

ト

ー

リ

メ

ッ

カ

リ

ヒ
ト
ニ
ギ
リ
ズ
ー
ツ
、

ジ

ュ

ー

ネ

ン

ゴ

ー

ー

ジ

ュ

　

ゴ

ー

ジ

四
、
動
詞

イ

チ

ミ

†

－

ズ

ー

ツ

、

イ

チ

ミ

ヤ

ー

ズ

ツ

ヒ
ト
ニ
ギ
リ
ズ
ツ
　
　
コ
コ
ノ
ー
ツ
、
コ
コ
ノ
ツ

」

l

ジ

て

ニ

ー

ノ

ユ

ー

　

ゴ

ジ

ュ

ー

、

ゴ

チ
　
　
タ
テ
ー
チ
、
タ
テ
チ
　
　
7
ゲ
チ
、
ア
ザ
ー
チ
　
　
サ
セ
チ
、
サ

セ
ー
チ
　
　
ノ
シ
ェ
チ
、
ノ
シ
ェ
ー
チ
　
　
ツ
ケ
ー
チ
、
ツ
ケ
チ

3
、
四
音
節
語

タ
ン
ネ
チ
、
タ
ン
ネ
ー
チ
　
　
サ
．
ハ
ク
ル
、
サ
．
ハ
ク
ー
ル

玉
、
形
容
詞

ム
ゾ
ー
カ

六
、
助
動
詞

…

…

テ

レ

ー

チ

、

ラ

レ

チ

　

　

…

…

ゴ

タ

ー

ル

八
、
文
末
詞

．
バ
ー
イ
、
．
ハ
イ

19

九
、
副
詞

マ
ー
〆
　
　
マ
タ
、
　
マ
ー
タ

イ
キ
可
－
ル
（
い
き
な
り
）

十
　
特
殊
文
形

イ

ー

ツ

ト

キ

オ
モ
ー
ニ

ト

ー
キ

ド
キ

ウ
カ
ー
ッ
ニ



コ
ー
ラ
。
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ィ
。
ハ
イ
。

以
上
の
よ
う
に
、
長
音
現
象
の
み
と
め
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
（
一
音
節
語

の
場
合
を
含
ん
で
。
）

も
の
に
よ
っ
て
は
、
長
音
の
あ
る
の
と
な
い
の
と
の
、
二
種
の
形
が
あ
る
。

そ
の
長
音
の
あ
る
の
は
、
広
い
意
味
で
の
、
ク
強
調
の
時
㌔
　
と
い
う
の
が
、

か
な
り
あ
る
。
た
と
え
強
調
の
時
に
も
せ
よ
、
そ
の
時
に
長
音
の
出
る
習
慣
が

あ
る
の
は
、
そ
れ
が
な
い
の
と
、
大
い
に
ち
が
う
。
そ
う
い
う
習
慣
の
あ
る
地

域
は
、
そ
れ
と
し
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

渋
谷
氏
は
、
自
己
方
言
に
つ
い
て
、
ク
の
び
る
傾
向
が
強
い
。
〃
と
言
わ
れ
、

か
つ
、
氏
は
、
若
い
人
よ
り
は
年
よ
り
の
人
に
こ
の
傾
向
の
強
い
こ
と
を
み

と
め
ら
れ
た
。
ま
た
氏
は
、
氏
の
郷
里
「
奥
古
閑
」
の
近
隣
の
こ
と
に
つ
い
て
、

ク
ふ
つ
う
の
人
か
ら
聞
か
れ
た
ら
、
近
辺
み
な
、
だ
い
た
い
の
ぴ
る
と
答
え

た
い
。
″
と
述
べ
ら
れ
た
。
な
お
l
つ
、
付
記
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ほ

ど
に
注
意
ぶ
か
く
考
え
よ
う
と
さ
れ
る
氏
が
、
ク
一
々
質
開
さ
れ
て
い
る
と
、

「
の
ぴ
る
」
と
言
い
た
く
な
る
。
イ
と
、
被
調
査
者
の
徴
妙
な
心
理
傾
斜
を
告

白
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
質
問
調
査
の
方
法
を
、
慎
重
に
と
と
の
え
な
く
て
ほ
な

ら
ね
こ
と
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

飽
託
郡
下
の
調
査
に
つ
い
で
は
、
南
方
の
入
代
市
域
に
つ
い
て
、
一
調
査
を

、

こ
こ
ろ
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
方
法
は
、
右
の
場
合
に
類
し
た
も
の
で
あ

り
、
被
調
査
者
は
、
白
石
寿
文
民
で
あ
る
。
こ
の
人
の
発
言
で
は
、
つ
ぎ
の
程

度
に
、
長
音
現
象
が
あ
っ
た
。

当

1

　

家

　

4

日

月

　

報

　

ダ

ー

イ

（

レ

）

　

だ

れ

コ
コ
4
日
ツ
　
九
つ
　
　
そ
ク
ー
ず
　
持
た
ず
　
　
可
日

刊
〓
　
多
い
　
　
ミ
笥
－
カ
　
愛
く
る
し
い
　
　
…
…
ブ
タ

ー
ル
　
　
…
…
し
た
い

・
～
シ
ャ
ー
キ
ャ
ー
　
　
～
さ
え
ナ

ン

カ

ト

ー

ノ

「
長
い
の
」
の

ナ
ン
キ
ャ
ー
ィ
。
　
　
何
か
い
。

シ
ラ

コ
ー
ラ
。

ど
れ
。

こ
こ
で
は
、

ソ
．
ハ
ー
ィ
。

こ
ら
。

バ
ー
ィ
。

知
ら
ん
わ
い
。
　
　
マ
ー
ダ
　
　
ま
だ

ホ
ー
ラ
。
　
　
ほ
ら
。
　
　
ド
ー
ラ
。

は
い
。

一
音
節
語
長
呼
の
事
実
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
は
な
く

て
爾
余
の
場
合
に
、
右
の
よ
う
に
、
長
音
現
象
が
見
え
て
い
る
。

こ
の
担
度
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
が
、
多
少
と
も
、
問
題
の

地
で
あ
り
う
る
こ
と
は
、
あ
ら
そ
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
肥
後
二
地
点
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
順
次
、
他
地
を
検
討
し
て
い

っ
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
肥
後
内
部
は
、
間
愚
の
地
域
と
し
て
、
追

求
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

医
児
島
県
下
と
な
る
と
、
長
音
現
象
は
見
え
な
い
。
こ
の
た
び
は
、
右
同
様

の
質
開
調
査
を
、
薩
閉
北
部
田
身
の
井
上
親
雄
氏
と
、
薩
嘩
東
南
隅
田
身
の
搬

戸
口
俊
治
氏
と
に
こ
こ
ろ
み
た
。
い
ず
れ
も
、
概
括
し
て
言
え
ば
、
長
呼
の
習

慣
を
持
っ
て
い
な
い
。
二
日
印
譜
に
か
ぎ
っ
て
も
で
あ
る
。

転
じ
て
佐
賀
県
小
城
町
出
身
の
相
原
和
邦
氏
に
つ
い
て
右
の
質
問
調
査
を

こ
こ
ろ
み
た
と
こ
ろ
、
氏
か
ら
は
、
つ
ぎ
の
長
呼
例
が
得
ら
れ
た
。

シ
ー
き
ら
ん
　
　
　
　
　
　
コ
　
マ
カ
、
コ
　
マ
ー
カ

ム
ゾ
ー
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ダ

熊
太
県
下
と
の
、
多
少
の
似
よ
り
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。

佐
賀
県
以
上
に
、
関
本
県
下
か
ら
は
な
れ
て
い
る
長
崎
県
方
面
に
な
る
と
、

た
と
え
は
佐
世
保
市
域
で
も
、
長
音
現
象
は
、
あ
ま
り
な
い
ら
し
い
。
佐
世
保
市

出
身
の
田
原
勇
氏
に
つ
い
て
、
右
の
質
問
調
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
で
は
、
長

－20一一



音
現
象
は
、
「
可
り
き
ら
ん
」
笥
1
1
イ
l
。
」
の
ほ
か
は
、
開
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
長
崎
県
下
も
五
島
列
島
と
な
る
と
、
た
と
え
ば
そ
の
西
南
現

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、

－
　
　
　
　
　
　
　
ユ

フ
ー
　
　
分

長
音
現
象
が
み
と
め
ら
れ
る
。

ヒ
　
ー

斑
　
　
　
キ
ー

ニ
ー
チ
ョ
　
ツ

守
り

拐
の
み

ト
ー
ジ
ン
ナ
カ

気
似
ち
ょ
る

グ
レ
ー
で
も

ユ
ー
ナ
．
へ

徒
　
然
　
な
　
か

さ
び
し
い

火
　
　
　
ネ
ー
　
棍

－

　

　

　

　

　

　

　

せ

シ
ェ
ー
　
　
岩

ユ
ー
ソ
　
　
よ
そ

マ
ー
〆
　
　
ま
だ

夜
な
べ
　
　
　
ミ
ー
ヘ
ヤ

ハ
1
－

モ

ー

リ

ユ

ー

ノ

ミ

三
部
巨

こ
れ
は
、
私
が
、
西
南
塊
の
一
部
落
で
、
一
週
間
、
例
の
自
然
傍
受
の
調
査
を

し
て
得
た
全
カ
ー
ド
の
中
か
ら
、
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
で
、
だ

い
た
い
、
あ
り
う
る
異
例
の
大
多
数
を
ひ
ろ
い
出
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
）
こ

ヽ

こ
に
は
、
一
音
節
名
詞
の
長
呼
も
あ
る
。
動
詞
「
似
る
」
も
「
ニ
ー
」
と
な
っ

て
い
る
。
さ
て
こ
れ
だ
け
で
は
、
小
規
模
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
、
こ

こ
に
、
「
大
江
」
方
言
の
に
似
て
、
や
や
体
系
的
轟
輿
ら
し
い
も
の
が
あ
る
と

は
さ
れ
な
い
か
。
天
草
と
と
も
に
五
島
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
み
と
め
ら
れ

る
の
は
、
注
目
に
あ
た
い
す
る
。

そ
の
相
互
を
見
あ
わ
す
と
と
も
に
、
天
草
と
島
原
半
島
と
を
見
あ
わ
し
て
み

る
。
は
た
し
て
、
島
原
半
島
に
も
、
問
題
の
轟
象
が
あ
っ
た
。
山
本
楕
民
氏
の

「
島
原
半
島
方
言
集
」
　
（
昭
和
二
八
年
）
に
上
れ
ば
、
本
文
「
品
詞
篇
」
中
に

多
少
の
長
音
現
象
例
（
二
音
節
以
上
の
も
の
）
が
あ
り
、
か
つ
「
音
韻
篇
」
に
、

「
短
母
音
の
長
音
化
」
の
条
項
が
あ
る
。
そ
の
も
と
に
は
、
「
T
I
キ
」
秋
、

「
キ
ー
ク
」
菊
、
「
ヨ
ー
ケ
」
澤
、
「
セ
ー
ド
」
背
戸
、
「
パ
ー
カ
」
民
良
な

ど
の
実
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ヶ
　
（
三
音
節
名
詞
例
は
三
詔
あ
る
。
）
1
1
こ

こ
に
は
、
二
日
節
語
例
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。

こ
う
見
て
く
れ
は
、
け
っ
き
ょ
く
、
天
草
島
・
肥
後
本
土
・
島
尻
・
五
島
な

ど
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
天
草
の
南
の
慌
列
島
が
ま
た
、
注
意
す

べ
き
所
で
あ
ろ
う
。
）
問
題
の
長
音
現
象
の
、
一
音
節
語
の
場
合
に
は
と
ど
ま

ら
な
い
、
あ
る
体
帯
的
な
存
在
は
、
そ
の
大
小
・
強
弱
を
問
わ
な
い
な
ら
ば
、

こ
う
し
て
、
九
州
方
言
の
、
か
な
り
広
い
範
囲
の
中
に
、
み
と
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
で
あ
る
ら

九
州
の
外
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

九
州
の
外
の
分
布

中
国
地
方
本
土
で
は
、
注
目
す
べ
き
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
四
国
で
は
、
や

は
り
、
一
昔
印
譜
名
詞
の
長
呼
だ
け
が
お
も
の
よ
う
で
あ
る
。
が
、
ひ
と
つ
、

キ

愛
投
県
南
部
な
ど
で
、
「
き
も
の
　
窟
1
て
」
の
よ
う
な
、
動
詞
長
呼
の
言
い
か

ー
一

た
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
九
州
西
辺
の
「
似
－
ち
上
る
」
な
ど
と

見
あ
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

準
戸
内
海
拝
島
の
中
に
、
二
音
節
以
上
の
語
で
の
、
い
く
ら
か
の
長
音
現
象

が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
タ
ー
ビ
」
足
袋
、
「
カ
ー
ゼ
」
風
、
「
マ
ー
ダ
」
ま
だ
、

「
ヨ
ー
ナ
べ
」
夜
な
べ
、
な
ど
。
内
海
畠
喋
の
そ
こ
か
し
こ
に
、
こ
う
し
て
孤
立

的
に
長
音
現
象
の
あ
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
来
の
生
成
事
典
と
は
見
か
ね
る
。
と
す
れ
ば
、
む
か
し
の
傾
向
が
、
わ
ず
か

な
地
点
に
だ
け
残
り
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
。
も
と
は
よ
く
分
布
し
得
た
も
の

が
、
し
だ
い
に
な
く
な
っ
て
、
今
は
こ
ん
な
ふ
う
に
、
方
々
に
遺
影
を
と
ど
め

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
．
も
し
も
、
残
存
を
意
味
す
る
散
漆
な
分
布
が
、
中

四
国
で
、
特
に
内
海
域
に
み
と
め
ら
れ
る
の
な
ら
、
こ
れ
は
、
長
呼
の
歴
史
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上
、
重
視
す
べ
き
分
布
と
さ
れ
る
。

近
蕾
北
陸
の
一
音
節
名
詞
長
呼
は
慧
明
で
あ
る
。
近
蓑
に
、
二
音
節
名
詞
で

は
、
ア
メ
ー
　
　
　
雨
　
　
　
ク
モ
ー
　
　
　
蜘
蛛

カ
キ
ー
　
　
牡
蛎
　
丁
可
－
　
　
朝

な
ど
の
発
音
が
あ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
連
の
深
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
も
た
し
か
に
長
呼
が
あ
る
。
「
7
－
メ
」
の
よ
う
な
の
は
な
い
。
≡

音
節
以
上
の
名
詞
に
は
、
近
番
に
、
長
音
現
象
は
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

キ

か
。
「
蒋
－
て
」
の
よ
う
な
言
い
か
た
も
、
し
な
い
の
が
ふ
つ
う
か
と
思
う
。
近

故
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
限
定
的
な
長
音
現
象
が
さ
か
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
北
陸
西
部
に
い
く
と
、
〓
音
節
名
詞
で
の
、
「
7
－
シ
」
（
足
）

の
よ
う
な
長
音
現
象
が
開
か
れ
る
。
近
故
を
は
さ
ん
で
、
東
西
に
、
こ
ん
な
の

が
あ
る
。

結
　
　
　
　
語

1
　
主
題
の
畏
普
現
象
は
、
国
語
請
方
言
に
わ
た
っ
て
探
索
し
て
み
る
の

に
、
方
言
し
だ
い
で
は
、
こ
れ
が
、
請
音
節
語
に
わ
た
り
、
語
品
詞
に
わ
た
っ

て
、
体
系
的
事
臭
と
し
て
存
し
て
い
る
。

※

※
動
詞
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

2
　
右
の
よ
う
な
状
況
と
、
そ
れ
に
頸
し
、
ま
た
は
つ
な
が
る
状
況
と
が
、

複
雑
に
関
係
し
て
、
国
語
諸
方
言
上
に
、
広
い
分
布
を
見
せ
て
い
る
○
こ
の
こ

と
が
、
長
音
頭
象
の
、
国
語
事
異
と
し
て
の
一
竃
婆
性
を
恩
あ
せ
る
。

3
　
長
音
現
象
の
分
布
で
、
体
罪
的
事
輿
を
元
す
こ
と
の
弱
い
状
況
の
場

合
、
そ
こ
に
、
二
日
節
語
長
呼
に
偏
し
た
も
の
と
、
l
音
節
語
長
呼
は
示
さ
な

い
で
、
他
で
の
長
呼
を
元
す
も
の
と
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
両
事
態
は
、
前
項

で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
根
底
的
に
は
、
つ
な
が
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

四
国
近
畿
な
ど
の
特
定
的
な
長
呼
甥
象
は
、
由
来
こ
れ
だ
け
の
も
の
だ
っ
た

の
か
。
そ
れ
と
も
、
多
琶
あ
っ
た
も
の
が
こ
れ
だ
け
に
な
っ
た
の
か
。
そ
う
い

ぅ
こ
と
は
、
今
、
考
え
に
く
い
と
し
て
も
、
二
日
節
語
長
呼
は
、
串
異
と
し
て

は
、
総
体
的
な
長
音
現
象
の
中
で
理
解
さ
れ
て
よ
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
四
国
近
琶
地
方
の
長
呼
は
、
全
国
的
な
、
広
い
視

野
の
中
で
、
関
連
事
象
を
統
合
し
た
考
察
の
も
と
で
、
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

4
　
着
の
詩
条
は
、
す
べ
て
、
長
音
現
象
の
成
立
史
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

（
非
体
市
的
存
在
は
、
あ
り
得
た
体
系
的
串
輿
の
断
片
か
も
し
れ
な
い
。
偶
発

の
も
の
も
、
あ
る
と
し
て
も
。
）
総
じ
て
、
長
音
現
象
の
分
布
が
、
国
の
西
半
方

頭
に
い
ち
じ
る
し
い
の
も
、
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。

5
　
史
的
考
察
の
た
め
に
逸
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
南
島
方
言
内
の
諸
串
情

で
あ
る
。
南
方
で
は
、
奄
美
群
島
以
南
で
、
一
音
節
名
詞
の
長
呼
や
、
二
音
節

以
上
の
名
詞
内
で
の
長
音
現
象
が
、
か
な
カ
見
ら
れ
る
。
　
（
「
名
」
は
「
ナ

ー
」
、
「
世
話
」
は
「
セ
ー
べ
ー
」
な
ど
）

上
采
の
長
音
現
象
分
布
に
、
こ
の
南
島
の
分
布
を
あ
わ
せ
て
長
音
現
象
の

成
立
を
考
察
す
る
時
、
一
音
節
語
長
呼
の
古
い
文
証
も
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
紐

体
的
に
は
、
こ
の
現
象
の
成
立
は
、
新
し
く
な
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
地
方
に
上
っ
て
は
、
ま
た
、
も
の
し
だ
い
で
は
、
随
時
、
こ
れ

を
　
新
し
く
成
立
せ
し
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。

6
　
今
後
、
世
代
の
更
改
と
と
も
に
、
こ
の
現
象
は
、
衰
退
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
盛
大
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
（
三
七
二
二
・
一
一
）
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